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 フロントパネル: コントロールと特性（続き）:

-

10Wモード(スイッチdown-6L6 ×2 in parallel)セッティングではMESA独自のスイッチ方式による独自のパワーセクション
を有しています。ここで採用されているピュア・クラスAの駆動方式は、非常に熱を持ちやすく、また電気効率も悪いというリ
スクを持ちながらも、そのサウンドはクリッピングや耳障りなエッジ・サウンドもなく、温かみのある極上のサウンドとなって
います。また同時にパワー管の出力構成は、当時のヴィンテージアンプに採用されていたものとまさに同一のシングルエン
ド駆動を採用しています。この回路の採用による2ndハーモニクスの美しさは、あらゆるスタイルにおいて微妙なニュアン
スを作り上げるための最も有効な選択肢となるでしょう。

そしてプッシュ/プル回路で信号が分割されると、分割された信号それぞれにパワーとパンチが加わり、またそれらがミック
スされることで3rdハーモニクス（１オクターヴ＋５度上の倍音）が強調されていくのです。２ndハーモニクスはこの信号分
割から再び信号が混じり合う際に相殺され、それが結果として音に甘みと高次ハーモニクスの強調となって顕れるのです。
シングルエンド回路はこういった信号の分割、再合成が行われないため、純粋な倍音成分がそのまま出力されるのです。
前述のとおり、シングルエンド回路ではクラスA同様高い出力や電力の効率性を求めることはできません。しかしながらそ
の音楽的な魅力に満ち溢れた甘く温かいサウンドを求めるなら、シングルエンドはまさに究極の選択であることに間違い
ないのです。10wにおける高純度のサウンドクォリティを体感すれば、この天使の歌声のような素晴らしいサウンドにきっと
酔いしれることでしょう。

このギターアンプ創世記におけるヴィンテージ・トーンと最先端のチューブ・テクノロジーが一台に組み込まれたLone Star
のサウンドはこれまでの既存の概念を打ち破り、弾く者を新たな表現力の世界へと引き込む、最強のアンプなのです。

50wモードでは、パワー管の左右両端の2本を用い、丸みのあるしなやかなサウンドを作り上げます。これは、二つのチャン
ネルにおけるサウンドスタイルを決定づける上で、非常に重要な要素となっているのです。

セッティング例として、たとえばチャンネル１はクリーンなヘッドルームのために4本のパワーをフルに使用した100Wモー
ドで駆動したとします。一方チャンネル2は50Wモードによるヴィンテージ風の電源回路でドライブ回路をバイパスした、パ
ワークリップ気味のソロサウンドを作り上げます。その際50Wモード側の整流部をTube Rectifierに設定します。これにより
サウンドはさらにヴィンテージテイストとなります。

NOTE：50WモードでRectifierスイッチによる整流管、シリコンダイオードの切替はが出来て、100Wモード時には大容量ヘ
ッドルームを確保するため、自動的にシリコンダイオード整流が選択されます。

OUTPUT: このコントロールはアンプ全体における出力ボリュームの設定を行うつまみです。GAINコントロールにて好みの
サウンドメイクを行った後、二つのチャンネルの出力バランスをMASTERコントロールにて行い、その最終的なボリューム
設定をOUTPUTコントロールにて行います。またOUTPUTコントロールがEffects Loop Returnのレベルコントロールとなり
ます。

1.) SENDジャックにダミープラグを接続してください。

2.) 出力レベルのコントロールはフロントパネルのOUTPUTコントロールのみ有効となります。（ただしChannel1が選択さ
れている場合のみPRESENCEコントロールも有効となります）

3.) SOLOコントロールはフットスイッチが接続されている場合にのみ、ブーストコントロールとして機能します。

NOTE: 従ってLone Starをパワーアンプとして使用する場合はChannel1を選択することをお勧めします。

NOTE: 他のプリアンプと併せてLONE STARのパワーアンプ部のみを使用する場
合はEFFECT RETURN端子が入力端子となります。SOLOコントロールはフットスイ
ッチが接続されている場合においてブーストコントロールとして機能します。フッ
トスイッチ端子はOUTPUTコントロールへとパラレル接続されており、また同様に
パワーセクションのボリュームコントロールとなります。

NOTE: Lone Starのパワーセクションのみを、他のプリアンプと組み合わせてパワ
ーアンプとして使用する場合は、特に以下の2点に注意するようにしてください。

100W/50W/10W:チャンネル出力切替（続き）：

OUTPUT & SOLO CONTROLS（アウトプット/ソロ・コントロール）:

OUTPUT  LOOP ON SOLO

MASTER

100 W

10 W
50 W

100 W

10 W

50 W







   これは、メイン・ヒューズです。ヒューズは、外的要因による電源の過大入力からパワー管を保護
   する役割を担っています。ヒューズを交換する場合は、Slo-Bloタイプの同じ規格のものを使用
   して下さい。度々パワー管がショートしたり破損したりする場合は、ヒューズがとんでいる可能性が
   高いのでチェックして下さい。ON/STANDBY（スタンバイ）セクションの説明に従ってスタンバイ・
   スイッチをオンにしてもパワー管が正常な動作をしない場合は、即座にスタンバイ・スイッチを
   スタンバイに切り替えて、パワー管を交換し必要であればヒューズも一緒に交換して下さい。

スタンバイ・スイッチをオンにしても異常が見られないようであれば、真空管が一時的にショートしてヒューズがとんだ可能
性があります。このような場合は安全の為に、隣の真空管、あるいは全ての真空管を交換してみるのも良いかもしれません。
この場合、交換した真空管は予備として保管しておきましょう。また、ヒューズの予備は必需品です。

レクチファイアー・トラッキング機能はチャンネルを認識し、その電源の状態を判断し、自動的に最適な整流回路のタイプを
選定し、常に最良のサウンドを確保します。50Wモード時には真空管を使用した魔法のようなヴァイブレーションを繰り
出し、また100Wモード時には、フルパワーのチャンネルに併せたダイオード・整流回路により、大容量ヘッドルームを実現。

シリコンダイオード選択時にはソリッドステートな整流部による強力なパワーと大容量のヘッドルームが、立ち上がりが良
くインパクトのあるタイトでアタッキーなサウンドを作り上げることが可能。スイッチをシリコンダイオードに設定した場合
はフロントパネルのチャンネルやワット数の設定に係わらず、常にダイオードモードを選択します。またこのつまみをチュー
ブ・レクチファイアー・トラッキングに設定した場合、どちらのチャンネルにおいても50W選択時には自動的に5U4Gを使用
した整流管による整流回路が選択されます。また片側のチャンネルのみを100Wに設定した場合、50Wに設定したチャンネ
ルは整流管を選択すると同時に、100Wを選択したチャンネル側は自動的シリコンダイオードによる整流回路が選択され、
チャンネル同士のマッチングを取るように設計されています。

NOTE: 50Ｗ選択時には、フロントパネルのACスイッチをTWEEDにすることも試してみて下さい。この操作により、サウンド
に新たなシナリオが生み出され、整流管回路と組み合わせて使用することで驚くべきサウンドを生み出すことが可能です。
この整流部とACスイッチの組み合わせにより、驚くべき美しいサウンドを生み出すことができるのです。それぞれのモード
を組み合わせ、あなたにとってベストなサウンドを作り上げてください。

このトグルスイッチにより、入力電源を交流から直流に変換する際の回路を、シリコンダイオードで
行うか、整流管(真空管)で行うかを選択することができます。Dual/Triple Rectifier Solo Headより搭
載され始めたこの整流部の切り替え機能により、より定格で安定した電圧を供給することが可能に
なりました。このスイッチは、フロントパネルにあるチャンネル・パワー・スイッチと連動して動作しま
す。
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    FUSE （ヒューズ）：

    RECTIFIER SELECT（整流部切替について）：

WARNING:
Unplug power
before replacing
fuse or removing
bolts mounting 
chassis

POWER   FUSE
4 A
SLO
BLO

120 V~
60 Hz

4 A

FUSE

FUSE DIODES

TUBE
RECTIFIER
TRACKING

PAGE 12

















PAGE 20

LONESTAR  
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スピーカー・インピーダンス・マッチングと接続ガイド（続き）:

パラレル（並列）:

シリーズ（直列）とパラレル（並列）の組み合わせ: 

スピーカーを並列に接続した場合、スピーカーの抵抗値は下がります。２台の８オーム・スピーカーを並列に接続した場合
、負荷は4オームになります。接続するスピーカーが全て同じ抵抗値であれば計算は簡単ですが、異なる抵抗値のスピーカ
ー（例えば、8オームと4オーム、16オームと8オーム等）を並列に接続する場合は、少しややこしくなります。 計算式は、それぞ
れの抵抗値をかけ算した数値を、それぞれの抵抗値を足し算した数値で割ります。例えば８オームと４オームであれば、
8×4÷（8＋4）＝2.6666オームになります。パラレル（並列）: スピーカーAのプラス端子とスピーカーBのプラス端子、スピー
カーAのマイナス端子とスピーカーBのマイナス端子をそれぞれ接続。

スピーカー A
8Ω

スピーカー B
8Ω

負荷  = 4Ω

マイナス
プラス

マイナスプラス

スピーカー Bスピーカー A

スピーカーDスピーカー C

全てにスピーカーは8Ω これは、２セットの直列接続したスピーカーを並列に接
続する組み合わせです。ここで重要なのは、全てのスピー
カーの合成抵抗値が低くなり過ぎてアンプに負担をかけ
ない様にする事です。

スピーカーAのプラス端子とスピーカーCのプラス端子を
接続。

スピーカーAのマイナス端子とスピーカーBのプラス端子
を接続。次にスピーカーCのマイナス端子とスピーカーD
のプラス端子を接続。

そして最後にスピーカーBのマイナス端子とスピーカーD
のマイナス端子を接続します。

４台の８オーム・スピーカーをシリーズ・パラレル接続し
た時の合成抵抗値は、８オームになります。
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